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はじめよう！
オープンデータ



オープンデータって

なに？



オープンデータとは

●オープンデータとは？

国や自治体などが保有するデータを

・機械判読可能な形

・営利、非営利を問わず利用可能

・無償

として公開すること。

データをオープンにすること。

「公表」
ではない



●情報公開制度とは何が違う？

・情報公開制度は、申請を受けてから開示する、いわゆる受け身。

・オープンデータは、行政から率先して常に利用可能な状態とすること。

（税金で作られたデータは国民のもの、住民のもの、という考えから）

情報公開制度と何が違う？

ホームページと
同様に考えては？



オープンデータって

何のためにやるの？



義務だから！

何のためにやるの？



・経済の活性化、新事業の創出

・官民協働による公共サービスの実現

・行政の透明性・信頼性の向上

何のためにやるの？

・行政コストの削減、効率化
・自治体のPR



・EBPM（Evidence Based Policy Making）

証拠に基づく政策立案

何のためにやるの？

政策立案で、データを活用しない行政は、
医者が検査をしないで診断するのと同じ！



オープンデータで
何ができる？



Code for X

・全国各地にCode for Xが誕生

・シビックテック

・住民自らが、地域の課題をITを使って解決する



Code for Sapporo

・お父さんやお母さんの負担を少しでも軽くしたい、
と「さっぽろ保育園マップ」を開発

・多くのコンテストで受賞

・全国に広がり、各地域版が多数



オープンデータの活用例

●５３７４（ゴミナシ）

●むろらん保育園マップ
https://muroran.github.io/papamama/index.html

http://muroran.5374.jp （室蘭版5374）



オープンデータの活用例

●マイ広報紙（（一社）オープン・コーポレイツ・ジャパン）
https://muroran.mykoho.jp/



マイ広報紙の2次利用



バスのデータ

●実証実験
・ワークショップから、時刻表がわかりにくいなどの声が多く出された。
・バスを使いやすくして、地域の足を守りたい。

Code for Muroran
バス停データ
路線データ

オープンデータ
として
市が公開

マッピング

パーティなど

の市民活動

アプリ
(市民活動)

アプリ
(民間企業)

アプリ
(個人)

時刻表データ道南バス 提供





防災でのオープンデータ

【活用事例の一例】

Coaido119（コエイド１１９）
http://www.coaido119.com/

東京都オープンデータ防災アプリコンテスト(2016年度)

http://opendata-portal.metro.tokyo.jp/www/contents/1491984329047/index.html

●防災分野でのオープンデータ利活用

自治体がオープンデータを公開
↓

民間、大学、市民などがアプリを作る
（ほかに地域で作られたアプリも使える場合が多い）

http://www.coaido119.com/
http://opendata-portal.metro.tokyo.jp/www/contents/1491984329047/index.html


室蘭市の防災オープンデータ

●G-motty（地域情報カタログ） （北九州地区電子自治体推進協議会）
http://www2.g-motty.com/catalog/

http://www2.g-motty.com/catalog/


●ひなたGIS https://hgis.pref.miyazaki.lg.jp/hinata/

防災でのオープンデータ



●Googleマイマップ https://www.google.com/maps/d/

防災でのオープンデータ



●防災科学技術研究所 http://arcg.is/14qXXK

防災でのオープンデータ

http://arcg.is/14qXXK?fbclid=IwAR3hq21fDfQn2w7DuuItDImirGJp2-Q3OAbgUwd3pCaoZfeYubt8OqgWQYA


●防災科学技術研究所

防災でのオープンデータ



企業と行政の協働

●オープンガバメント推進協議会の事業として、Zaimと連携
協議会以外の自治体も、ぜひ一緒に！！



企業と行政の協働

●オープンガバメント推進協議会の事業

今年度は、カレンダーアプリのJorteと協業！

学校の行事予定表をオープンデータ化。
Jorteに自動的に取り込まれる予定。



オープンデータの課題・・・



オープンデータの課題

●語彙問題
オープンデータ業界でのあるある。
自治体ごとに名称、カテゴリなどが統一されていない。
例：「津波避難ビル」と「津波避難タワー」、「地域避難所」と「屋内避難所」など呼び
方がバラバラ

●記述方法問題
同じものを表しているのに、記述がバラバラ
例： 利尻郡利尻町沓形字緑町14番地1 利尻町立沓形小学校

利尻町沓形字緑町14-1 町立沓形小学校
沓形字緑町１４－１ 沓形小

●乱立問題
同じような情報サイト、GISマップが乱立・・・。

●鮮度問題
情報の鮮度が不明・・・。



ご静聴ありがとうございました！

本講演に関するお問い合わせ：

Tel：０１４３－２５－３３２０
Mail：maruta@city.muroran.lg.jp


